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　　　い結果を生ずる．ところで，2つの反応過程でオゾソの

　　　できる反応速度を計算すると，もちろん無限大り速度を
サば

サユ　　グ

総　　もっているのではない・計算の結果によると・オゾソ濃

影　　度が亭衡濃度からズレると35km附近の紫外線張度の

　　　もとでは約1時間でズレが孚分にへるが，20km附近の

　　　紫外線強度では1週聞以上か～ってやっとズレが牛分に

　　　なる．

　　　　このことは下部成暦圏や対流圏の室気塊に含まれるオ

　　　ゾソ量は可成りの保存性を持っていることになる．

　　　　そ’こで太陽輻射の外に，大気の流れ（水李垂直）みだ
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れ，なども考えにいれ，且つ水蒸気や塵埃その他による

オゾソ分解の作用も考に入れて式がなされ，赤道でオゾ

ソ全量最大ということが解潰するなと可成りよくなった

が，それでも爾満足すべき結果ではない．・

　このように大気オゾソの間題は未解決の部を多く含ん

でいる．それらは観測資料が多く集まり，その上オゾソ

の性質，大気の環琉，太陽輻射，及び大気中での輻射な

どの研究が進むにつれて次第に到明してくることであろ
ろ・．

　　　　　　　　　　　　　　　　（高厨気象台）
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日本の測候史上における

シーボルトの業績

う
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　　独人ドクトル・フォソ・シーボルト（1）が，1823年（文政

　6年）8月，長崎出島蘭館の医官として，はじめて日本

　の土を踏んだのは，若冠27才の時であった．彼によっ

　て鎖国末期の日本に，その專門の医学のみならず，近代

　技術の基礎たる物理・化学・数学などの純正科学の本格

　的移植が行われ，国民の啓発に大いに貢献した事は，多

　くの人々によって，よく知られている事実であろろ．シ

　ーボルトは在日わずか6力年余に過ぎなかったが，その

　間，日本に関する万有学的（地理・歴史・制度文物・慣
ロ
｝
習

・言語・動植・鉱物などにわたる）調査研究に精励し

　1日たりとも怠る事がなかった．

　　彼の紀行文・書かん・論文および縛記などは“NIPP－

　ON，’とい5題名の本，その他に集録されていて，本邦

　におげるシーボルト研究者にとって貴重な文献となって

　いる．

　　シーボルトは気圧計や寒暖計などの測候器具を携えて

　来朝しており，長崎においては毎日気象観測を行った事

　と思われるが，日々の観測値をまとめた記録は見当ら

　ず，た父前記の著書の中の所々に，観測結果や，気象学

　的記述が若干散見されるに過ぎない．しかしこれら断片

　的の記録でも，本邦の測候史上，貴重な参考資料になる

　と考えられるから，主なる事項を取まとめ，本誌上を借

（1）1796年2月17日ドイツのウユルルツブルグにて
　　生る．

（2）”NIPPONl‘の原本には，気圧の観測値を示すの
　　にインチを2個のアクセントで，その下のケタを
　　3個アクセント（たとえぱ29”2〃’）』で示してあ
　　る．果卑の訳は分・秒となつている．
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りて御紹介したいと思う．

　支那東海で彊い海流を観測

　日本研究の熟烈なる希望に胸をふくらませて，長崎に

赴任する若き科学者シーボルトを乗せた，蘭艦デ・ドリ

ー・ヘヂュステルス号（DeDrieGezusters）隷，．1823

年6月28日バタピヤを出帆し，台湾経由で長崎に向5

途中，支那東海の眞中で，彊い海流に遭遇した．この時

の記事は次の通りであるが，この海流をノットに換算し

てみると・ほぼ東北東の4ノット位になう．黒潮の速さ

は本海のところで大体2～3ノット程度で，北緯28度，

東経125度あたりでは，1ノット以下が普通であるか

ら，この場合の海流は異常海流にあったに相違ない．

　「1823年7月30日1強き潮流る．正午の観測により

て，24時聞内に北へ34分，東へ1度36分となるをあ

らかじめ知りたり．我らは正午に北緯28度30分，東経

124度48分にあり，気圧計は29イメチ2（2）（989mb）

に落ち，風は凍しく東南東より吹く．我らは暴風の来ら

んことを恐る。」

　さてこ＼で，シーボルトの用いた気圧計の目盛につい

て一言ふれて置かねばならない．何となれば，彼の記録

中には，’2つの異った単位で測ったと思われる気圧の値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
が出てくるからである．渡日の船中および出島蘭館で使

用した本式の気圧計は英イソチ目盛のものであり，江戸

参府の際に持参した測高気圧計は仏イソチで目盛られて・

いたものと1それぞれ彼の観測値の大きさから到断出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノる．また1845年発刊のKAEMTZのMeteorologyに
よると，当時用いられていた気圧計は，英国では英イソ

チとその10分数・フラソ，不ではミリ〆一トル・　ドイツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気”・。1．・、4、
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ほ、，仏イソチのイソチ・ライソ（121ines』1inch）およ

びその10分数で目盛られていた事がわかるので，mb

への換算はこれに基づいて行った．

　鹿兜島西方海上で台風に巻込まる

　辛い長い航程を終えて，いよいよ，目的地長崎への入港

を目前に擦えた8月5日，数日前からの懸念が見事に命

中して，ヘヂュステルス号は，鹿児島西方海上におい

て，台風に巻き込まれてしまった．命からがら脱出する

、事が出来たが，彼はその日の模檬を次のよ5に書き記し

ている．．

　　「1823年8月5日，’正午に北緯31度20分，東経128

度にあり．気圧計は降下を続げ，眼界は濃霧に込められ，

涼しき北東風が次第に強くなりたれば，船員は暴風の来

るを覚ゆ．烈風は南東に向げ衝き来りて，帆と綱とをさ

かんとする故，それを受げざるため手早く帆を降せり．

流れ張くて，よく知らざる海上にありては心根いと危う

し．止むなく前櫃の帆を堅めて，船を後橿の帆にて前に

進めたり．暴風はなおその高度に達せざるも，気圧計は

29イソチ5（999mb）より28イソチ（948mb）に降り，

風は恐ろしくほえ，海はいや高く，しかも波短かきため

危ふきほどの跳躍，打撃をなしてげん側に烈しく打ちつ

く．夜に入ると共に，暴風はなおも烈しくなり，（中略）

船長はなさんすべを知らず，当惑して船室に入り，我ら

の間いにも答えず，黙々として蓮命を天に委せて，皆と

共にその寝床に横わりし時，勇ましき海人として知りた

るこの人の挙止を見て，我らは実に痛ましく，またあわ

れみを感じたり．この時我らは最も凶しき予想し，わず

かに抱きいたる希望をも失いぬ。（後略）」

　　「8月6日，朝は暴風はまだなお吹げり．されど風の

衝くは稀となり，また弱くなれり，気圧計は29イソチエ

　（985mb）に上る。（中略）海ははなはだし1く大うねりの

浪を打ちしかば，船は今や均等となりし南々東の風に向

いて進め，正午には帆を逆にしてまた女島諸島を求めた

　り，（中略）夕刻天気は快晴となり，気圧計は29イソチ

　5（999mb）となる．夜に入りてしゆろ雨あり，またし

ばしばせん電す．」

　　この台風で，気圧が28イソチにまで下っているので，

かなり猛烈なものであった事が想像出来る，風向が北東

　より順転してう南々東に廻っている事と，日本気象史料

にこの台風による被害記事が見当らない点（この事は台

風が九州本土にはさして影響なかったものと解して）か

　ら，台風は五島西方海上を北、または北北西に進行して，

黄海にでも入ったのではなかろ5か．ところで日づけは

ちよっと前後するが，Typhoonの語源につき，7月25

　日の日記に次のとおり述べてあるので1こxでつけ加え

て置く．

　　「台風とはリソスホーテソがかって記したるとおり，

支那の船人の呼称にて，大風すなわち暴風ということな

1954年8月
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り．云々」．　　、　　・　　　　　　　　　　　　　i　i憐

　江戸参府途上において　　　　　　　　　　　　　　・　・』灘

1826年2月15日・シーボルトは蘭館長ドウ●スチュ鑛．

ルレノセ少佐や遡手のビュルゲル君と共に・江戸へ上る事1襟慧

になった．一行中蘭館側の人は，この3人だげであった　驚・“

が・日本側の役人。通詞’まかな“方参付き添い・多ぐ　鷲謬

の人夫のほか・画家や標本作製の職鈎ども引き勘て・瀦

行つたので糊は57人の多き照だ・『』◇灘
　彼は日本の学者に西洋の学間技芸の進歩せるさ庫を知㌦蠣

らせるために，次のよろな理科学器械を，ころりに納め　1，礁

る事を忘れなかった．　　　一　　．　　　　　　。．・遡・

　気圧計・高さを計るトリチェリーの方ラス管，（Tor』こ編

ricellischenGlasr6わrenzuH6henmessuung㎝）・湿・』灘

度計・寒暖計・ハ外ソ・一刃ソ絵瀞ク財メr一縫
ター・ソドソ騒・5秒を読む事が出来る副尺付の六磯

分儀・人造水準器・らしん盤・ガルバ吊一の李洗電気器1、！灘

数個の組立顕微鏡・小型のフォルトピアノ・藥ろろ，・外’蒸編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つすむザヌ　
科器械など・　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　ダ鑛

　今回持参して行った気圧計は・後記の箱根山での観測一∴薫

記事から想像すると・携帯する際口ま水銀やシスタ郷譲

よびトリチェリーのガラス管などを，別々にして持ち蓮II麗

ぴするよ5な滴度測定用の気圧計であった模謙・コ前蒸

にも触れたが，目盛は仏イソチで目盛られていたものと1騰

思われる・また湿度計は出島台風（後述の文政11年3謁灘

月の台風）の記述中に読明があるとおり，スエーデゾ人雄灘

糊llによつて挙騨耗髪闘を指すも曝

　一さて彼らは，参勤の途中，主要地点では，時計調節の、、∫鑛

ためと偽って経緯度の測定を行い，山の高低，海の深一雄．

浅・潮流の嚇それに気象など磯会あるごとに・口卑職
を設げ，または人目をか鋤て欄を行った江戸灘』』講

中の3・余日間鵬大槻磐水・石坂縮・土隼玄碩・恥；1灘

橋景保・最上徳内ら，好奇篤学の典藥や幕吏に面会し，㌣罐

西欧の新知識や技術と交換にマー日本に関す為種々の資料☆滋，

のしゆ礫に努めた．たとえば澗臨峡の状態一⑳』1嚢

探瞼の聯どを詳しく縣し・また日本およびその釈ll

境図を獲得している・　　　　　　　　　　　。　　　　▽織
　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　’　　　饗　次に参勤途上におげる，’気象観測に関する主なる記事象囎

を抜すいして掲げよろ．　　　　　’・．　　　・　・顯『

　（出発第1日）「2月工5日ジ地方はなお冬の装いなり・，。灘

，た野ム・二輪花喫く、の木と，びわと菜種とを植えて，鼠蒸

　しだいに色づく田畑は，新春の近づくを伺がわせジ（中ぐ謎馨

略）隙氷張って少しく励れ降れるが・午後隠鰍懲・

は57・Fに上り，この時節には常ならぬ高温なりき』導》灘

の地（長崎を指す）三年来の鵬温即・2月茄日に．灘．

は潮が4楓正午5甑夜柵なりき・」麓灘
　　これは長崎を発って，出府第一夜の夢を，諌早で結ん魂講一

湘の日記の一鰹あるカ㍉この記副こよ皮，，シ選磯
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ルトは長崎においては毎日，朝・甕・夜の3回観測を行

っていたものと想像される．

　（下関’海峡の水路学的観測）2月24日には下関海峡を

通過しているが，彼はこの海峡を重要視し，温度・水深

　（垂錯による）・潮流などの水路学的観測を行い，また詳

し喝・地形図を作った．

　（瀬戸内の温度）「3月5日，この多島海の温度は，日

本のこ～よりも南の地方よりも穏和なり．これ東北に高

き山脈的限界あるによる．また島々の岸をおえる色黒き

岩石が，退潮の際には水より脱けて，暖き光を吸牧して

土地を暖め，また満潮の時被さる海水を暖むるによる自

然の結果なり．しかしてまた，この季節にあたりて，海

霧がこの海上において，晩になるごとに立ち昇るのも，

これによるなり．この4日間（3〉の亭均温度は470Fなり

・き．」

　瀬戸内の温和な気候の原因の一つとして，冬の季節風

をさえぎる山脈が，北方に連っているためと解釈してい

るのは卓見である．

　（京都での気象観測）京都では，経緯度を計るととも

に，気象測器をセットして，3月20日から3日間にわた

り観測を行っている．特に21日には6時間毎の観測をな

したとあるが，デー一ターは記されていない，

　（富士川河絆にて）「4月5日，箱根山のふもとに遠か

らねば，山の高さを測定するため，この海浜にて2，3の

観測をなさんとて，気圧計の充てんに従事せり．云々」

　（富士山の高度）「4月6日，富士川り左岸に見ゆる富

士山を，六分儀で観測し，高さ8044をえたり．」

　（箱根山での観測）「4月7日，三島を経て山路にざし

か製る．余は植物学的目的にて，ピュルゲル君は地質学

的研究のために徒歩せり．午前11時に近く，土地はか

奪り高くなれり』余は理学器械の遅れたるを待ちしが，

ピュルゲル君は箱根山の高さを測るため，気圧計に水銀

を充てる必要あるにつき先立てり．12時少し前に，箱

根駅に達せしかば，緯度測定のために，正午の太陽の高

さを見たり．族人の多くが，普段は雲におxわれて，見

上ぐる事少なしとい5この山も，今日は空まったく晴れ

て，一すじの雲だになく，余はこの山脈の地文学的位置

につき，面白き訂正をなしえたり．その間に気圧計は充

（3）瀬戸内通過中の4日間の意味であろう．

（4）仏インチと考えられる．英インチだとすると880
　　mbになり，低くすぎる事になる．なお仏インチ
　　の1インチは27．07ミリにあたる．

（5）箱根駅の正確な高度は筆者には不明であるが，大
　　体2600’）2700フイート位のものと思う．

（6）thermometrical　barometerとも称せられた．

（7）原書にもこの度数が摂氏か華氏かの区別が書き添
　　えられていない．

（8）日本気象史料に「讃岐・備州・伊豫・播磨諸国大
　　風洪水」とある．
（9）原書には18’1”2’『・とあり，シーボルトの書き誤り

　　と、思われるので，筆者が訂正した．

・8

たされたり．たびたび観測するに，500Fの温度にて，

常に26イソチ（4）（938．mb）なりき．ピ』ユルゲル君は沸

湯にて高さの測定を試みたるに，沸騰点は，およそ3度

ばかり低下を示せり．フソボルトの計算によれば，1度

は340メートルなれば，3000フィート（5）の高さとなるな

り．云々」

　山の高さを測るために，山ろくの海岸と，山上とで気

圧を観測して，その高さを求める方法と，水の沸騰点の

低下を利用する方法との，二つの方法を行った事がわか

る．彼らがHypsometerを持っていたか，どろかは疑

問で，たぶん藥かんでお湯をわかして，試みたものでは

なかろ5か．Hypsometer類似のWollastons　Ther－

mometer（6）が発明されたのは1817年で，英人カセラに

よって，本格的にHypsometerが作られたのは，とれ

より14，5年以上も後の事と思5．

　ピュルゲル氏の行った沸騰点による高さの測定のとこ

ろで，「1度（7）は340メートルなれば云々」とあるは，「囁i

氏1度は，304メートル云々」の書き誤りと思われる．

なんとなれば，3000フく一トに914メートルにあたる

から，304メートルでなければ計算に合わないし，また

本によっていくらか異なるが，古い気象学の本には，沸

騰点10Fの降下は，ほy555フィート（10Cで302メ

ートル）にあたると書かれているからである．

　気圧計による山の高さを計る方法は，江戸で天文方の

高橋景保にも傳授したと傳えられており，シーボルトの

長男アレキサソデルによって書かれた“最絡日本紀行”

とい5著書中には，「二宮敬作（シーボルトの高弟）が，

私の父の命を受けて，富士山の高さを測高気圧計で測定

したがため，永く投嶽されていた．云々」とある．二宮

敬作は，長崎附近の諸山のみならず，温泉岳も測高して’

おり，日本人として，山の高さを西洋の技術を用いて測

量したのは，彼をもってこ5矢とするであろ弓．しかし

残念な事には，その観測値は見あたらない．

　シーボルトー行は江戸からの帰りにも，・箱根山上2カ

所で気圧の観測を行らた．

　「5月21日，小田原を出発．最上徳内は山崎の三枚橋

まで見邊りぬ．箱梅にて覗察せしに，気圧計は26イソチ

1ライソ（941．mb），寒暖計は710F湿度計は49％なり．

き．3時頃，くぼ地にある箱根駅を出で，それよりなお

高く登り，伊豆と相模の境杭にて，また気圧計にて緯測

したるに，25イソチ5ライソ（917mb）まで下りいた

り．云々」

（上の関にて暴風に会う）「6月26日，（8λまだなお彊き

風と雨あり．地李線はまったくおおわれたれば，陸地を

見分けて航路を探ること難し．午後になりて，室少し晴

れたれば，’帆を揚げて進み，晩に上の関瀬戸を通り，上

の関港に入港す．晩も夜も烈しき風あり．気圧計はこれ

まで常に28イソチ1ライソ2（9）（1014．1mb）なりしに，も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気’11・4．
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27イソチ（10）（974．4mb）に落ち，寒暖計は6goF，湿度

計は55％なり．云々」

　1828年9月（丈政11年8月）の台風

　文政11年8月18日に九州西部を：襲うた台風が，いか

に猛烈なものであづたかわ，日本気象史料掲載の記事に

よって想像出来るが，この台風の長崎上陸に際し，シー

ボルトは出島において，気圧の観測を行い，貴重な資料

を残している．しかしこの台風のため，思いがけぬ災難

が，彼の身に振りか』ろろとは，夢にも思わなかったに

違いない．すなわち，暴風雨と，これに俘った高潮のた’

め，長崎てい泊中の蘭船コルネリウス・ハフートマソ号

が，一対岸稻佐に打上げられて大破したため，船に積込ん

であった，彼の持ち帰る荷物の中から，移出禁制品が発

見され，多く．の貴重なコレクシヨソは押牧された上に，

本人も投嶽の浮目に会うといろ，いわゆるシーボルト事

件の端ちょとなった因稼深い台風がこれである．

　1829年2月20日づけの手紙の中に，この時の観測記

事が、婁き留めてあるので，少し長くはなるが，次に揚げ

る事にしよう．

　「昨革（1827年）9月18日，当地に起りし台風は，実

に前代未聞と称されしが，その折出島より2～300ヒ・

前方に投びよろしいたる蘭船コルネリウス・ハフー・トマ

ソ号は，対岸に打上げられ，よ5やく12月に至りて，少

なからぬ労力と費用とをもって，引き下し修復せられし

なり，出島はもちろん，日本の南西地方は，非常なる被

害をこ弓むρて・数千の人命と・船舶とを失い・全村こ≧

ごとく壌減したるもありといろ．余が住宅の二階は全部

凶暴なる台風の奪取する所となりしが，余が余の家人と

共に，階下の前庭に避げて，二＝の大箱をたてに，危瞼

を免るべく準備せし時は，倒襲の瞬時前なりしなり．街

路はかわらや小石，木片などが雨下し，危瞼いろばかり

もなし．台風は夜牛12時頃より，翌朝5時頃まで吹荒み

しが，夜明けて我らの面前に展開せられし光景は実に惨

状をきわめ，家屋といわず，倉庫といわず，すべて建て

るほどのものにして無きずなるはなく，余の植物園のご

ときは目もあてられぬ隊相を呈し，美事に耕作されいた

るあたりの田畑も，．地方人の努力の跡も留めず慌れはて

牟り．台風のため海ははなはだしく荒れ狂い，青々たり

し周辺の山々の，1200フィートの高さにまでも海水は吹

き上げられたれば，地亭線よりは夜通し天室に向いて光

が放たれたり．これ海水と共に打上げられし，海の生物・

の発する燐光なるべし．風力がいかに烈しかりしは，友

人デ・ウヰレニュー氏方に燈火を認めたる余が，そこに

（10）英イ・ンチだとすると904mbになり，ものすごい

　　台風という事になるが，記述されている暴風の程

　　度から推しても，仏インチとした方が適当である

　　事が判る．英インチなり，
，（11）英インチなり．

1954年8月
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ちょうちんを求むるために，庭園を横切らんとせしも，

庫行しえず，四つんばいとなりて，根こそぎにされたる』

木の枝にすがり，辛5じて往来せしほどなりき．

　余は気象観測器械を階上にすえ置きしが，その倒襲す

る少し前に，次の観測を絡りて，器械を階下の避難所に　1腔

移すをえたり・　　　　　　　　　　’　　　　　　』・．ず

　気圧計28イソチ1（11）（951．6mb），寒暖計770F，　．l

Saussure製の湿度計97％南東の台風しかるに前日朝…

は，気圧計29イソテ73（1006・7mb）・寒暖計760F，湿．

度計89％，東の微風，晴を記録なり，云々」　　　　　　、で

　この台風は，本記事や日本気象史料によって推定する　，㌧

と，長崎の南西海上より長崎のすぐ西方に上陸，佐賀・、．尋

幅岡・下関近傍を通って日本海に入ったもφ4思われジ．．唖

長崎ではかなり大きい高潮を俘った事がわかる．’28イソ

チ1という気圧の観測値は，温．度更正を施したものであ、・・一、

るかど5か不明であるが，試みにこの値を読販った生め、

値とみなし，気圧計の海面上の高さを6～7メートルζ

して海面の値に直してみると948mb位になり，長崎測’．

候所創立以来の最低気圧95．6mbより低い値になる．

　1859年シーポルトの第二次來期

　シーボルトの第二次の来朝の際には，科学的方面への

貢献より，幕府の政治外交の顧間とい5よろな仕事が主t．1

であったから，気象観測などには自然疎遠であったよ5

である．

　“シーボルトの最絡日本紀行’㌧中には，気象観測に関・瀕

する記事はあまり見当らず，た父，1859年4月13日に，

マルセイユーで，英船タイガー号に乗艦した際に，「私め。．

父は船に着くやいなや，まず第一に，パリーのポゾトネ‘

一フで購入した，今までほとんど使った事がない，新し

～・立派なH6henbarometerを，きわめて注意深く装置　、

した云々」とい5記事と，来崎当初，市内西上町の本蓮、，

寺というお寺に一時落ち着いた時，そこにH6henbarα・．、

meter・自記寒暖計・湿度計などを設置して，「これを見

るのが私の役目であった」とい5アレキサソデルの記述　、・

とが見出せるだげで，観測値は何ら記載されていないし

今回の来朝では，自記寒暖計をも持参して来ているよう一．

であるが，日本への本器の移入は，これが最初ではなか．．

ろ弓か．

　むすび

　以上シーボルトの日本の測候史上におげる業績につい．

て，筆者の知りえた点を簡単に述べたが，何らかの御参．

考になれば幸じんの至りである．この小文中の所々で，

筆者の考察を若干加えてあるが，寡聞のため，間違った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アまよ鯖あるかも知楓諮気づきの点について御衡吹☆
父ければこれまた幸いである・　　　　　　　　　　、△1

　絡りに貴重な郷土資料を閲覧させていたドヤた長崎県ジ薫

姻譜並びに古牢屋大正堂書店？騨こ厚く畢噸

上げる・　　　・　　．』．、。1☆鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・gll☆
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　　　　　　　　　女　　　献

PH．FR．Von　Siebold：NipPon．rchiv　Azur
Beschreibung　von　Japan　und　dessen　Neben　und
Schutzlaendern．
呉秀三著：シーボルト先生・そゐ生がい及び功業

呉秀三訳註：シーボルトの江戸参府紀行
アレサンデル著
　　　　　　　：シーボルトの最終日本紀行小沢敏夫訳註

湯浅光明著：科学文化史年表

荒川秀俊著：日本気象学史

羅馨喜編さん：一日本気象賄

Thomson，s　Introduction　to　Meteorology1849．、一

L．F．Kaemtz：Meteorology．1845．
藤川北魯：長崎と気象学（大正7年9月の長崎日々
新聞紙上）　　　　　　　　　（長崎海洋気象台）
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150年前の入月十五夜
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　既に御承知の方も多いと思うが，文化元年（1804）の

中秋名月の夜の天気を西日本各地にわたって調査した菅

茶山（1748～1827）の記事は，日本測候史からみ宅興味

多いものである．まだ読まれたことのない方のために，

簡単に記載しておきたい．

　菅茶山は人も知るよ5に今の広島県紳辺町の人で，農

家の出ながら京都で儒学を学び帰郷して教育に従った．

詩をよくし兼ねて輻山藩の地誌である幅山志料をあらわ

し，地理的関心も深かった．その随筆「筆のすさび」の

第1毬にこの記事にのせられている．題は「中秋の月」

であるために人り注意をひかないが，当時としてはめず

らしい科学的な意図を以て記されている点が注意すべき

だと思弓．

　簡単に内容を述べると，中国の詩人蘇東披の説では中

．秋の月の日には，世界中どこでも天気が同じであるとの

ことがいわれていた．ところが対馬に駐在していた京都

五山の輝僧の書いたものに，ある年の中秋の月の夜の天

気が京都と対馬とちがっていたので不審をおこしたとあ

るのをみて，茶山もこのことに関心をもったらしい．文

化元年の中秋の夜の天気を彼は注意して観察すると共

に，斉地の友人に当日の天候を問合せたらしい．そのこ
と蚊中にはなし、が，滋っていてはこれほど各地の報

告纏まることは考え藤ないカ、らである．その結果は

極めて近距離でありながら，天候は大いにちがうという

ことがはっきり実証された．それと共に茶山は気づかな

かったがこの調査によって，当日近畿から中部地方を通

過した熟帯低気圧がみごとにとらえられたのである．こ

。の実験はこの1回で絡ったらレく，東披の読が正しくな

いことを実証したに止まったが，も5少し進んで数回調

査を重ねたら，天気の推移従って予報の可能性に気づい

たのではなかろ5かと惜しまれる．
ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　調査された結果を図示すればここに示したとおりであ

うが・茶山億詩人ら←く友人の贈った詩を分析して天候

を推定したりしている．たとえば備前尻海の友人の書に

　は「西嶺夕霞魚尾赤，東洋雲気熱頭黒という句があるか

ら，西は晴れていたが頭上と東方はまだ雲におおわれて

いたらしいなどという具合である．1ヵ所備前北方の報

告というのは，北方が岡山に近い地名だのに岡山から9

里と詑してあるので疑間があるため探用してない．ここ

は岡山の天候と相反し，はじめ曇天で後に快晴となった

とい5．

ぐ

10

㌧＿→台風進路
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（）い㍑示伽魍喧な地嚢不明のため∫こ舞彊蚊U昆の

　これでみるよろに兵庫県の須磨までは快晴の地が多い

のに，京都では曇天で月はなく，伊勢では風雨で戸をひ

らき窓をあげる人もなかった．大和の吉野ではことに大

風であったという話だとある．また愛知県岡崎も雨であ・

ったから，熟幣低気圧が紀伊牛島に上陸し，伊勢湾を横

断しつつあったことが推定できるのである．ことに愛知

県の報告でみると山に霧が深くたちこめ，風があって時

々通り雨が来たとあるから，台風の進路に当っていた光

景がしのばれる．

記事はこれだけであるが，筆者が注意したいのは当時

の儒者といえば中国の詩人学者の言を紳聖で疑5べから

ざるものとした時代に，これだげの通信調査を試みてそ

の誤りを証明した科学的精紳である．同じころの或る学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ者は，みみずが鳴くといわれているが実はけらが鳴くの

だという説に対して，事実がそうであるとしても，古来

みみずが鳴くといわれて来たのだから，今吏それをあら）

ためる必要はないなどと論じている．その中にあづてこ

れだげの試みをするとい5考えかたは容易に出てこない

であろう．（東京教育大地理学教室）
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